
解 答
宗 問１ ア 問２ イ 問３ ア，イ，エ

就 問１ ア 問２ ウ 問３ ① 問４ ウ

州 問１ 0.6 問２ 150 問３ 346.5 問４ 22.5

修 問１ ４ 問２ 4.5 問３ 右図 問４ ４

愁 問１ 恒星 問２ ２ 問３ ア 問４ ア

拾 問１ ① 問２ ３ 問３ エ 問４ イ

洲 問１ ウ 問２ イ 問３ 25 問４ ウ

秀 問１ 水素 問２ Ａ カ Ｂ エ Ｃ ウ Ｄ ア

解 説
宗 問２ タンポポが冬に葉を地面に広げている姿を，ロゼットといいます。

就 問１・２ デンプンは糖に分解され，小腸で吸収されます。
とう

問３ ヨウ素液はデンプンに反応するため，物質Ｘが増えると反応は見られなくなります。

問４ だ液が多く入った溶液Ｂでは反応が速くなりますが，もとのデンプンの量が同じため，得られる物質の量は
ようえき

変わりません。

州 問１ 秒速1500ｍで，900ｍ（450×２）進むので，かかる時間は0.6秒（900÷1500）です。

問２ 音が反射して返ってくるまで300ｍ（1500×0.2）すすんでいるので，魚の群れまでの深さは150ｍ（300÷

２）です。

問３ 表から，気温が５℃上がると，秒速は３ｍ（334.5－331.5）増えていることがわかるので，25℃のときは，

秒速346.5ｍ（340.5＋３× ）です。25－15
５

問４ 図３における音の秒速は345ｍ（690÷２）です。気温15℃のときの秒速よりも4.5ｍ（345－340.5）増えてい

るので，気温は22.5℃（15＋５× ）です。4.5
３

修 問１ 100ｇの台車を10㎝の高さからはなすと，定規がおし込まれる長さは１㎝，200ｇの台車のときは２㎝より，

400ｇの台車のときは４㎝（１× ）と考えられます。400
100

問２ 100ｇの台車を30㎝の高さからはなすと，定規がおし込まれる長さは３㎝（１× ）なので，150ｇの台車で30
10

は4.5㎝（３× ）です。150
100

問４ 台車のもつエネルギーが２倍になるので，定規に加わる力も２倍になると考えられます。

洲 問１・２ ①と②では，フラスコにゴム栓をしたままなので重さは変わりませんが，フラスコに入れた銅は，フラ
せん

スコの酸素と結びついています。③でゴム栓をはずすと，反応で使われた酸素の分，外から空気が入ってくるの

で，重くなります。

問３ ６ｇの銅が7.5ｇになるので,20ｇの銅は25ｇ（20× ）になります。7.5
６

問４ 銅６ｇは1.5ｇ（7.5－６）の酸素と，マグネシウム６ｇは４ｇ（10－６）の酸素と結びつくので，同じ重さ

の酸素と反応する重さの比は８：３（ ： ）です。６
1.5

６
４

秀 問１・２ 【実験１】より，水溶液Ａは中性，Ｂ・Ｃはアルカリ性，Ｄは酸性であることがわかります。これより，
すいようえき

Ａは食塩水です。【実験２】より，Ｂは石灰水となります。【実験３】より，Ｃの溶質はアルカリ性の固体で，こ

のうち石灰水はＢだとわかっているので，Ｃは水酸化ナトリウム水溶液です。【実験４】より，もしＤが炭酸水で

あると，Ｂの石灰水と反応して白くにごってしまうので，Ｄは炭酸水ではないことがわかります。これより，Ｄ

は塩酸です。塩酸にアルミニウムはくを入れると，水素が発生します。

大宮開成中学校（理科）平成２８年度 解答と解説

定
規
が
お
し
込
ま
れ
る
長
さ
（
㎝
）台車の重さ（ｇ）

０ 100 200 300 400

12

10

８

６

４

２


